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　The 　effect 　of 　occlusal 　condition 　on 　the 　mastication 　of 　l8　kinds　of 　raw 　and 　cooked 　vege 匸ables 　was

studied 　to　ease 　eating 　by　the 　elderly ，　Vegetables　which 　were 　difficult　to　eat 　by　the 　elderly 　were 　fresh

cucumber ，　boiied　komatsuna，　steamed 　sweet 　potato，　and 　cherry 　tomato，　the　reasons 　cited 　being　hard−

ness ，　large　slice 　and 　needing 　water 　to　swallow ．　The　young 　found　it　more 　difficult　to　eat 　bamboo　shoot

and 　 spinach ，　and 　using 　more 　terminolQgy　to　describe　the　physical　properties　of 　the　foods．　Based 　on

their　occlusal 　condition ，　the　subjects 　were 　classified　into丘ve 　groups： group　l　 containing 　all　of 　young
and 　a　few　elderly 　with 　good 　occlusal 　condition ，　to　group 　5　containirlg 　the　elderly 　with 　the　worst 　occlusal

condition ．　This　grouping 　was 　proved 　to　correspond 　to　the 　mastication 　time 　and 　number 　of 　chews ．　The
elderly 　compeIlsated 　for　any 　difHculty　in　eating 　by　prolonging 　the　mastication 　time．　It　was 　found 正m −

portant　to　adapt 　the 　cooking 　method 　to　the 　type 　of 　food　to　ensure 　ease 　of 　eating 　by　the　elderly ．

　　 　　　 　　 　　 　　 　 （Received　June　4，2008；Accepted 　in　revised 　form 　September　13，2008）
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　 1．緒　 　言

　高齢者の健康状 態 に つ い て 平 成 17年版 高齢社会 自

書
’〕

に よ る と平成 13 （2001）年に お け る 65 歳 以．ヒの

高齢者の有訴者率 （人口 1，000 人当た りの 病気や けが

等で 自覚症状の ある者の 数）は 502．7 で 日常生 活に影

響 の あ る 65 歳 以 上 の 高齢 者 の 割 合 は 235，0 と な っ て

い る．高齢者は健康寿命 の 意識 は 高 く ， 健康 の 維持増

進 の ため に 心掛け て い る こ との 内容 （複 数回答）で ，

栄養の バ ラ ン ス の とれた食事を とる が 49．5％ と高 い
1　・，，

今後，65 歳以 上 75 歳未満の 前期高齢者人 口 は平成 28

（2016）年 をピーク に その 後は減少 し，75 歳以 上 の 後

期 高齢 者 は 増加 を続 け平成 30 （2018）年 に は 前期 高

齢者人 口 を上 回 る と予想
2〕

さ れ て い る ，

　近年，野菜や果物の 摂取は心疾患や あ る種の が ん の

発症 リス クを低減 させ る 可 能性が 示 唆
3 ；‘・’

さ れ ，特に

野菜 を摂取す る こ と の 重 要 性が 明 ら か に さ れ て い

る
5 掘 ，老化予防 の た め の 食生 活指針

6b
で は ，果物，

緑 黄色野菜 を積極的 に摂取す る ように提言 して い る．

健康的 な食生 活を送 る 上 で ，適度な野菜摂取は 欠か せ

な い ．しか し，高齢者は 般 に体力の 低下 な どの 身体

的変化 とともに，食べ に くい 食物が 増加 し，エ ネル ギ
ー

摂取量，野菜，果物の 摂取量が 減少 し，食物繊維や ビ

タ ミ ン C 摂取量 が減少する こ と
7 剛

が ，報告 さ れ て

い る ．高齢者 に と っ て 食生活 を充実 させ る こ と は 身体

機能 の 低下 を予防 し，健康寿命 を延ば し ， 高齢者 の 自

立 した生活に つ なが ると考え られる．こ れ まで 飯 ，煮

込み牛 肉に つ い て 高齢者の 口腔内状態に適 し た調理 方

法 を報91’1，L2S
した．そ こ で 今回は野菜 に つ い て ，高齢

者に とっ て どの ような野菜が食べ に くい か，また 口 腔

内状態 とどの よ うな関係が あ る か を知 り，高齢者 に食
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Table　1．　 Preparation　method

Vegetables Size
　 　　 　 Preparation　method
Quantifiy
　 　　 　 　 　Cooking　time

Cooked 　 Burdock 　 root

　 　　 　 Pumpkin （frozen｝

　 　　 　 Spinach （frozen〕

　 　　 　 Kidney 　beans ｛frezen［

　 　　 　 Broccoli〔frozen〕

　 　 　 　 Carrot

　 　　 　 Bamboo 　shoot （bolied）
　 　 　 　 Komatsuna

　　　　 Green　sweet 　pepPer

　 　　 　 Cabbage

　 　 　 　 Mushroom −Shiitake

　 　 　 　 Taro （frozen）

　 　　 　 Sweet　potatoes

L8 × Z．2× 2．Ocm3

2× 2× 2cmn

3cm3cm

2x2 × 2cmU

2cm2　in　dia
3cm2x2cm2

3× 3cm ！

2cm 　in　dia

2× 2× 2cm3

2× 2× 2cm3

593PCS79

592slices3PCS

Boil　for　25　min

Stearn　for　lOrnin

Boil　for　1　min

Boil　for　l　min

Boil　for　3　min

Boil　for　15　min

Boil　for　l　 min

Boil　for　 l　min

Saute　for　2　min

Saute　for　3　min

Saute　for　3　min

Boil　for　2　min

Steam 　for　15min

Raw Cabbage

Head 　lettuce

Cucumber

Cucumber

Mini　tomatoes

1mm2

× 2cm2

ユ．5cm

ユ．5cm2

．5−3cm 　in　dia

5g 　　　　Cut 　in　slice

3slices　　　Cut 　in　square

　 　 　 　 Cut 　in　round

　 　 　 　 Thin 　 slice

べ や す い 野莱お よび食べ や す くす る調理法に 関する情

報を提供す る こ とを 目 的 と し た．

　2 ．試料お よ び実験方法

　 （D　試料 お よ び 試料 の 調製

　試料は，目常的 に 利用頻 度が高 く，また，で ん ぷ ん

を含む もの ，繊 維の 多 い もの ，形状 の 異 なる葉菜類 な

ど そ れ ぞ れ 特徴 の あ る 野菜 の 中か ら生 ，茹お よび冷凍

野菜 を Table　1 に示す 16 種を選ん だ．

　そ れ ら を 通常食べ て い る大 きさ の 生 お よ び 加熱 試料

と した ．加 熱試料 の 加熱 時 間 は
， 教科書

13｝14）

，

・
般 料

ff．9i5）
’i71・

を参考 に して 2〜3段 階 の 加 熱時 間 を設定 し，

予備実験を行 っ て 若年者パ ネ ル が 「普段食べ て い る も

の に最 も近 い もの」 として ，評価 し た加熱時間 を採用

した ．そ れぞ れ の 大 きさ，加熱 方法 と時間をTable　1

に示 し た．

　（2） 野菜の 物性測定

　試料 を調製 した当 目 に ク リ
ープ メ

ータ （レ オ ナ
ー

RE −3305山電 ）に よる破断試験 を行 っ た．測定用試料

は Table　1の よ うに ゴ ボウ，カ ボチ ャ な どは カ ッ トし，

ホ ウ レ ン ソ ウ，コ マ ツ ナ は 3cm に 切 りそ ろ え た もの

10g を 底 面 3cm × 3crn ，高 さ 1．5cm に な る よ う重

ね た ． キ ュ ウ リ の 薄 切 りは 1mm 幅 に 切 り高 さ

1．5cm に 重ね た ．キ ャ ベ ツ 千切 り に つ い て は 1mm

幅 に 切 り 3cm × 3cm の 紙 を底 に敷 い て そ の 上 に くる

よ うに 5g 重 ねた．イ ン ゲ ン は 3cm に 切 っ た もの を

3 本並 べ た ．ピー
マ ン と キ ャ ベ ツ は，それぞ れ 切 っ た

もの を 2枚あ る い は 3枚 に 重 ねた．測定条件は，荷重

セ ン サ
ー

：20　kgf，プ ラ ン ジ ャ
ー

：円柱 （No．　16，直

径 工1．3mm ），破断 ス ピ ー ド ： 1mm ／s と した ，試料

の 高 さの 70％ まで 圧 縮 して 最 大荷 重と 凝 集性 を求め

た．得 られた波形 よ り第 1 ピー
ク の 高さ を最大荷重

（gf），第 2 ピー
ク 面積の 第 1 ピ ーク 面積 に対す る割合

を凝集性 として 読み と っ た，測定温度 は 20± 2℃ で あ

る．

　（3） 官能評価

　1） パ ネ ル

　高齢 者 パ ネ ル は 新潟 県南魚 沼市 に居住 す る 65 歳 以

．ヒの 高 齢 9’　207名 （76．6± 6．9 歳） の ボ ラ ン テ ィ ア で

構成 した，高齢者 パ ネ ル の 性 別 ，年齢分布 を Table　2

に示 した．若年者パ ネ ル は 20〜25 歳の お茶の 水女子

大学 の 女子学生 73 名 （21．8± 1．3 歳〉で 構成 した ．

　2）　 パ ネル の 歯 の 状態 の 測定

　前報
”
同様 に 口 腔 内 を歯科医 が 検査 し，歯の 欠損状

26 （970）
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Table　2．　Age 　and 　gender 　of　elderly 　panel

Age
Gender

Women Men

4478一

　一

　一

匚
」

55

だ
U78 920RV83 つ

」

つ
」

0

Total 201 6

態 と 義歯 の 有無，種類 と装着場 所 に つ い て 記録 し た．

検査 項 目は ，上 残存 歯 数，下 残存 歯数 ，咬 合支持 域

くO〜4），義歯装着時の 咬合支持域 （0〜4），ア イ ヒ ナ
ー

に よ る 分 falanp．i
（1〜IO） の 5 項 目 な ら び に デ ン タ ル

プ レ ス ケ
ール （富士 フ イ ル ム   ） に よ る 咬 合力測

定
2°’

を行 っ た ．咬合力測定は パ ネ リ ス トに デ ン タ ル プ

レス ケ
ー

ル を 3 秒 間強 く噛 ん で も ら い ，オ ク ル ザ ー
咬

合力測定 シ ス テ ム （オ ク ル
ー

ザ
ーFPD −707  ジ ーシー）

で 画像 処理 後，接触面積 （Mm2 ），平均圧 （MPa ），

最大 圧 （MPa ）お よ び咬合力 （N ）を求めた．デ ン タ

ル プ レ ス ケール に 含まれ る マ イ ク ロ カプ セ ル がそ の 加

え られ た圧力に 応 じて 破壊 さ れ て ，無色透明の ロ イ コ

塗料が顕色剤 と化学反応を起 こ し発色する．咬 合力は

赤色 の 濃度 よ り求 め る もの で あ り，噛 む力が強 い と 発

色が濃 くな る ，

　3） 官能評価の 方法

　高齢者 に 官能評価 の 目的と，試料は 日常食べ て い る

も の と 同 じ で あ る こ と を 説 明 し，ま た ，結果 は 統計処

理後 の デ
ー

タの み公表 し，個 人デ
ータ は 一

切公 表 しな

い こ と を 説 明 し た 上 で ，了承 の 得 ら れ た ボ ラ ン テ ィ ア

に協力 を 求 め た ．加熱野菜 は ，前 目 に 加熱 して 冷蔵保

存 し，検査 当 目 に 室温 に 戻 した ．生 野菜は 当 日成型 し，

炒め る野菜 （ピー
マ ン ，キ ャ ベ ツ ，シ イ タ ケ）は，官

能評価前 日 に 成型 した もの を当日加 熱調理 した ．

　高齢者パ ネ ル は，18 試料 を 3 回 に 分 け て 3 囗 間 で

官能 評価 を行 っ た ．前報 同 様 に 毎 回 ，水飲 み テ ス トと

嚥 下 障害に 関す る 質問 を行 い ，食物 の 嚥 下 に 問題 の な

い こ とを確認 し た，第 1 日 目は，ゴ ボ ウ ，カ ボ チ ャ ，

ホ ウ レ ン ソ ウ，イ ン ゲ ン ，ブ ロ ッ コ リ
ー
，ニ ン ジ ン を

一つ ず つ プラ ス チ ッ ク の 器 に盛 り付け順 に パ ネリス ト

に手渡 し，残 さず 口 の 中 に 入 っ た こ とを確認 して 咀嚼

させ た ．2 日目 は，タ ケ ノ コ （市販醤油 0，15ml 添加），

コ マ ツ ナ，ピーマ ン，キ ャ ベ ツ ，シ イ タ ケ，サ トイモ ，

サ ツ マ イ モ と した．3 日目 は，キ ャ ベ ツ 千切 り，レ タ

ス ，キ ュ ウリ輪切 り，キ ュ ウ リ薄切 り　（市 販醤油 0．15

ml 添加），ミニ トマ トとし順 に 同様に 官能評価 を行 っ

た．評価項 目は、野菜の 食べ やす さ に つ い て それぞれ，

食べ や すい 「1」，や や 食べ や す い 「2」，や や食べ に く

い 「3」，食べ に くい 「4」，の い ずれ の カ テ ゴ リーに当

て は ま る か ，さ ら に そ の 理 由を口 頭 で 答え させ ，検査

員が 回答を記録 した．評価の 間は パ ネル に わか らない

よ うに，咀嚼開始か ら嚥下 ま で の 咀嚼時間と咀嚼回数

を測定 した．高齢 者 1 名 に 対 し 2 名の 検 査員 が あ た り，

1名は野菜 を手渡 して結果 を記録 し，他 の 1 名 は咀嚼

時間 と咀嚼回数を測定 し た．テ ス トの 場所は前報 と同

様の 環境で 一．・
人ず つ 官能 評価 を行 っ た ．時期は 2006

年 6 月か ら 2007 年 12 月ま で の 午前 10 時か ら 11 時

30 分 で あ る ．

　若年者パ ネ ル も 3 日間に分けて ，同様 に官能評価 を

行 っ た．

　  　統計処 理

　
．一

元 配置分散分析，主成分分析 と相 関関係は，統計

ソ フ トエ ク セ ル 統計 2006 を用 い た．さ ら に，ニ ュ
ー

ラ ル ネ ッ ト ワ
ーク （SOM ） に よ る 口 腔 内状 態 に よ る

パ ネ リス トの 分類 を行 っ た，

　3．実験結果お よび考察

　（1） 野菜の 物性

　ク リ
ープ メ

ーター
で 測定 した最大荷重，凝集性 を

Table　3 に示 した ．最大荷重値が大 き く硬 くて 凝 集性

の 高 い レ タ ス ，硬 くて 凝集性の 小 さい ゴ ボ ウ，軟 らか

く て 凝 集性 の 高 い シ イ タ ケ，柔 ら か くて 凝集性 の 小 さ

い サ ト イ モ ，カ ボ チ ャ ，そ れ ら の 中間的物性の プ ロ ッ

コ リー，コ マ ツ ナ な ど さ まざ まな硬 さ と凝集性 を持 っ

て い た ．

　〔2） パ ネ リ ス トの歯の 状態

　高齢者と若年者 パ ネル の 歯 の 保存状態 とデ ン タ ル プ

レ ス ケ ー
ル に よ る 接触 面積 （mme ），平均 圧 （MPa ），

最 大圧 （MPa ），咬 合 力 （N ＞ の 測 定結 果 を Table　4
に 示 した ．上 下残存歯 ，ア イ ヒ ナ

ー］s ’IPI，
（カ テ ゴ リー）

と接 触面積 ，咬合力 は 高齢 者 と若年 者 の 間 に 有 意 （p

＜ O．Ol） の 差が認 め られ た．高齢 者 は若年者 に 比 べ て

残存歯数が ユ／2 と少な く，高齢者 の ほ とん どが義歯 を

装着 し て い た ，

　（3） 咀嚼時間 ・
回数 と食べ に くさの 評価

　それぞ れ の 野菜に対 して 高齢者 と若年者 の 食べ に く

さ の評価お よび咀嚼時間 ・回数 を Table　5 に 示 した．

高齢者 が 2．］以上 に評価 した野菜 は，コ マ ッ ナ，サ ツ

マ イ モ ，キ ュ ウ リ輪切 りで あ っ た．ホ ウ レ ン ソ ウ もほ

（971） 27
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Table　3．　Physical　properties　of　vegetables

Samples Firmness｛gf）　 Cohesjveness（TU ｝

Green 　sweet 　pepPer

Head 旦ettuce

Cabbages

Cucumber （cut 　in　round ）

Kidney 　beans

Burdock　root

Bamboo 　shoot

Broccoli

Cabbages〔10ng　thin　strips＞

Cucumber （thin　 slice ）

Komatsuna

Mini　tomatoes

CarrotSweet
　potatoes

SpinachMushroom

−Shiitake
TaroPumpkin

7，758± 795a

4，809± 736b

4，677± 740b

4，399± 652b
4．391± 445b

4，368± 721b

3，491士 568c

3，322± 762c

3，162± 47ユcd

2，825± 448d
2，335± 607u
2，180± 271c

2，030± 301e

L259± 176f

l，259± 176f

l，091± 134「

768± 106fg

413± 1069

0．20t二10．08d

O．54 ± 0．08a

O，30± 0．ogc

O，17± 0．04d

O．28± 0．05t
−

0．04：ヒ0．Olefκ

0．07 ± 0．05ef

O．20±   ．10d

O．56± 0．05a

O．21土 0．ユoti

O．29±O．10c

O．10± O．03e
O．03」：O．02fg
O．05±O．02efg
 ．26 ±0．04〔

0，45± 0．ogb

O．08± 0．03ef

O．05± O．02t’「x

a．b・c・d・e・取
：Values　with 　different　letters　in　the　 same 　coltimn 　are 　sig−

ni丘cantly 　dif［erent （ρ＜ 0，05）．

Table　4．　Occlusal　condition 　of 　the 　subjects

（mean ± S．D ．〕

Occlusal　condition EICIerly Young

UpPer　remaining 　teeth

Lower　remaining 　teeth

Occtusal　supPorting 　area （category ）

Occlusal　supPorting 　area （including　denture〕
Eichner　classfication （category ｝

Occlusal　area 　｛mmL ）

Average 　occlusal 　pressure （MPa ）

Maxima ］pressure （MPa ｝

Maximal 　occusai 　force（N〕

　 7．0± 5．8　　　　14．O± O’＊

　 7．5± 5．8　　　　14．O±：1．0 寧 率

　 1．4 ：ヒ1．7　　　　　4．0± 0零零

　 3．3± 1．3　　　　　　　nd

　 5．9± 3．3　　　　　1．O ± 0拿拿

　 9．8± 10．0　　　　17．5±8．5寧 ・

32．9± 22．7　　　33．4±4．8
85．4± 2ユ．6　　　98．6± ユ2．1’ ＊

282．ユ± 224．6　　559．2± 244．7＊ ．

＊＊
：P ＜ 0．01．nd ：no 　denture．

ぽ こ れ に 近 か っ た，若年者 は こ の ほか に タ ケ ノ コ ，キ ャ

ベ ッ 千切 りを 2．1以 上 と評価 し，カ ボ チ ャ ，サ ト イ モ

も こ れ に 近 か っ た，高齢 者と若年者の 問 で 食べ やす さ

に 有意 （p 〈 O．01，0．05） に差 の あ っ た 野菜 は ニ ン ジ

ン ，タ ケ ノ コ ，サ トイ モ ，キ ャ ベ ツ T切 りで 若年者の

方が食べ に くさをやや強 く評価 した．咀嚼時間に つ い

て は ，高齢者 は キ ャ ベ ツ 千切 り （41，1秒 間），キ ュ ウ

リ輪 切 り （38．6 秒間〉，キ ュ ウ リ薄切 り （35．8秒 間），

ゴ ボ ウ な どが長 か っ た，高齢者と若年者 の ゴ ボ ウ ，イ

ン ゲ ン ，ブ ロ ッ コ リ
ー
，タ ケ ノ コ ，サ ツ マ イ モ ，キ ャ

ベ ツ 千切 り， レ タ ス ，キ ュ ウ リ輪切 り，キ ュ ウ リ薄 切

り，ミ ニ トマ トの 咀嚼時間 に有意 （pく 0，01，0．05）
の 差が 認 め ら れ た．咀嚼 回数で は ， イ ン ゲ ン ，プ ロ ッ

コ リー，サ ツ マ イモ と 生野菜に高齢者と若年者 の 間 に

有意 （p〈 0．Ol，　 O．05） の 差が 認 め られ た ．
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Table　 5． Rating　scale 　of　the　elderly 　and 　young 　of　the　didiluctt　to　eat 　mas 亡ication　time 　and 　number 　of　chews

samples

Diffiuclt　to　eat Mastication　time （s） Number 　 of 　chews

Samples
Elderly　　 Young Elderly Young Elderly Young

　 　 　 　 　 　 Burdock　root 　　　　　　l．8± O．9

　　　 　　 　 Pumpkin 　　　　　　　l．5± 0．8

　　　 　　 　 Spinach　　　　　　　　　　 l．9± 1．O

　　　 　　 　 Kidney　beans　　　　　　l．4± O．7
　 　 　 　 　 　 Broccoli　　 　　　　　 　 1．5± O，7

　 　 　 　 　 　 Carrot　　　　　　　　　　　　1．1± 0．4
Cooked
　 　 　 　 　 　 Bamboo 　shoot 　 　 　 　 l．7± 1．O
vegetables

　　　 　　 　 Komatsuna 　　　　　 2．5± 1．l

　　　　　　 Green 　 sweet 　pepper 　 1．5± O．9

　　　 　　 　 Cabbages　　　　　　　　　ユ．5±O．9

　 　 　 　 　 　 Mushroom −Shiitake　 1．2± O．4

　 　 　 　 　 　 Taro　　　　　　　　　　 l．2± O．6

　　　 　　 　 Sweet 　potatoes　　　　2．1± 1．2

1．8±   ．81

．9± 1．02
．3± 0．91

．4± 0．61

．6± 0，71

．6± 0．7專 ‡

2．5± 0．8零寧

2．6± 0．81

．8± 0．71

．6± 0．61

．3±   ．61

．9± 0．9・癖

2．2± 1．1

34．4± 18．4　 25．5± 9．0寧掌

19．7± 10．4　 17．8± 6．9
27．7± 19．4　 22．5± 10．7

23，7± 12．0　　17。8± 5．5＊ ホ

28．6 ：ヒ14．5　　23．6± 8，上幽

22．0± 8．4　　24．2± 8．1

28．5± 15．4　　24．4± 9．0寧

29，9± 15．3　　27．3± 11．1
21．8± 10．5　18．0± 7．0

26．9± 14．3　 22．5±8．9

20．3± 10．8　 18．1± 8．3

20．8± 10．5　 20．6± 7．4

33．3± 15．4　　26．4± 8．9順曜

45．2：ヒ21，3　 37．7：ヒ14．0
22，3± 10．3　　22．5± 8．9
35，5± 18．6　　33．5：ヒ16．3

33．3± 15．4　27．6 ：ヒ8．9 ＊ ＊

41，1± 19．6　36．3± 12．6 ’

32．4± 12．3　36．6± 16．1

39．1± 18．4　 35．7：ヒ13．8

42．4± 22．0　 42．0± 18．2

32．4± 16．0　 28．9 ：ヒ11．3

40．3± 19．9　　35．8± 13．1

30，3± 14．8　 27．9± 13．2

26．6± 13．3　 28．9 ：ヒ11．8

41．8± 18．2　36．1± 14．7

Rawvegetables

Cabbages 　（long　thin

strips）

Head　lettuce

Cucumber　（cut 　in

round ｝

Cucumber 　（thtn　slice ｝

Mini　tomatos

1．6± 0．9　 2．1± 0．9零8

　　4Ll ± 23．7　23，8± 6．7掌・　　51．8± 28．3　 37．1± 12．1取零

ユ，3± 0．6　 1．4土 0．5

2．4± 1．2　 2．3：ヒ0．8

1．7± 0．9　1．6± 0．9

1．7± 1．0　 1．6 ：ヒ0．8

24．3± 9．91　　ユ7．9± 5．3寧寧　　 33，1± 14．0　　28．1± 10．O廓宰

38．6± ユ9．0　　26．7± 7．8 窄 窄

　　56．4± 27．9　　43．7± 14，8廓 富

35．8± 13．9　　26．9± 7．0喀零　　 54．0± 21．8　　44．8± 13．9‡‡

23．0± 9．O　　　l6．4± 4．8零零　　 32．4± 13．4　　25．3± 9．1掌寧

寧
：p く 0．05，

躍噌
：p ＜ 0．01．Significant　difference　is　shown 　between 　the　values 　for　the　elderly 　and 　young ．　Rating　scale：

LO ：easy 　to　eat，2．0：alittle　easy 　to　eat，3．0：alittle　difficult　to　eat ，4．O：dif丘cult 　to　eat ．

　（4） 主成分分析

　食べ に くい 理 由と し て あ げ た 16項 目 に つ い て 分散

共分散行列 に基づ き主成分 分析を高齢者 と若年者に 応

用 した結果 を Table　6 に示す．高齢者の 第 1 主成分の

固有値は 98．05，寄与率 44．7％ ，第 2 主成分 の 固有値

は 56．40，寄与率 25．7％ ，第 3 主 成 分 の 固有値 43．87，

寄与 率 20．O％ ，累積 寄与率 は 90．5％ で あ っ た ．若年

者 の 第 1 主成分 は 固有値 38．82，寄与率 44．9％ ，第 2

ギ成分 は 固有値 18．98，寄与率 2L9 ％，第 3主 成分 は

固 有値 9．19，寄与率 le．6％ ，第 4 主 成分 は 固有値

7．14，寄与率 8．3％ ，累積寄与率 91．75％ で あ っ た ．18

種 の 野菜 につ い て パ ネ ル が あげ た 理由に基づ い て 因子

得点 を求め Fig．1 に 散布図 を示 した ，高齢者 の 第 1

主成分 は 硬 さ，第 2 主成分は形状，第 3 主成分 は 飲 み

込み や す さを示す軸で あ っ た．高齢者 は 口 の 中 に 食物

を入 れ た瞬間に硬さ に敏感 に反応 し，噛 む こ とが で き

る か な ど食べ に くさ を判断 し，咀嚼で きる硬 さ で あ る

か，形状は どうか などを評価 し，さら に 飲 み込む の に

十分 な水分が あ る か な ど，咀嚼か ら嚥 「に 至 る
一

連 の

流れ の 中 で 食 べ る機能 をそ の 都度チ ェ ッ ク して い た．
一
方，若年者の 第 1 主成分は硬 さ，第 2 主成分は形状 ，

第 3，4 主成 分 は食塊 の形成 しや すさ で ，両 者は共通

で あ っ た が ，若年者の 方が 判 断基準 と し て は 咀 嚼後の

残渣の よ うな もの や ，凵 の 中に広が る な どを用 い て い

た．

　（5） ニ ュ
ー

ラ ル ネ ッ トワ
ー

クに よ る パ ネ リ ス トの 類

　 　　型化

　若年者パ ネ ル と高齢者パ ネ ル の 年齢，上 下 残存歯 数，

上 下 義歯 の 有無 に よ る 分類 （Table　7），ア イ ヒ ナ ー

（1〜10），接触面積 （mm2 ），咬合力 （N ＞を用い ニ ュ
ー

ラ ル ネ ッ トワ
ー

ク に よ る 類型解析 を行 っ た．そ の 結 果 ，

パ ネ リ ス トを グ ル
ー

プ 1〜5 に 分 け る こ と が で きた

（Fig．2）．グ ル
ー

プ 1 は 高齢者 （75 人） と若年者 （73

人 ）が混在 し，平均年齢は 51．3± 2，0 歳 で あ っ た ．口
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6, Comparison of  the principal component  analysis  of the elderlyandtheyeung

Elderly Young

No. Parameter Principalcomponent Principal component

First Second Third First Second Third Fourth

12345678910111213l415l6HarclFibrousRemained

 in the mouth

BigRemained
 in between

the  teeth

Dithcult to swallow

Stick in the mouth

Needs water  to  swal-

lowDryDificult

 te bite

Less sticky

Disperse in the mouth

Hard to bite skin

ViscousGummyElastic

 O.9541

 O.1560-o.oeo2

 O.0526-O.O184-O,1735-O.0465-O.1646

-O.O048-O.O020

-O.0318

-O.0287

-O,0326

-O.0857

-O.0570

-O,0266

 O.9796

-O.0239-O.1239-O.O138-O.0942

 O.0588-O.O076-O.Ol12-O.O178-O.O130

 O.2244

 O.0202-O.0415

 O.1694-O.0439

 O.7716
 O.0494

 O.5592

 e.oos6-O.Ol17

 O.0461-O,0433-O,0467

 O.5063
 O,7969

 O.1381
-O.0851

-O,O084-O.0493-O.0944-O.0229-O.0342

 O.2471

-O.0853-O.0232-O,O154

 O,OO05-O.O046

 O,0891
 O.0323
-O.0490

 O.9750

-O.O148

-O,0828

-O.0532

-O.0275

-O.0563

-O,0265

-O.1529

 O.O052
-O.OO04-O.OO18-O.O045

 O,5810-O.3177-O,1207-O.0216

 O.0492

-O.3226

-O.3816

-O.1054

 O.0284
-O.1494

 O.5071
-O.O127

-O.0531

 O.OO07
-O.OO04

-O.6119

 O.3157
 O.1170

 O.0889

 O.0405-O.2696-O.3709-O.1101

 O,O141

 O.1705

 O.4989

 O,0246-e,o4ol

-O,OO05

 O.OO08

Eigen value

Proportion

Cumulativeproportlon

984444057474 562570407448 432090870249 38.8244.8544.8518.9821,9366.78 9.1910.6277.407.8.911425.75
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腔内状態が よ く，残存歯はお よ そ 27 本で ，ご く
一
部

が上下顎に 部分義歯が あ りほとん どの パ ネ リス トは 自

分 の 歯 を 保有 し て い た ．ア イ ヒ ナ ーは 1．7 で ，デ ン タ

ル プ レ ス ケ ール に よ る接触面積は 5 グ ル
ー

プ の 中で最

も大 きか っ た ．ま た デ ン タ ル プ レ ス ケ
ー

ル に よ る咬合

力は最 も高 い 値で あ っ た ．グ ル ープ 2 の 年齢分 布 は

74．3± 1．3歳 で ，残存歯数は 21 本，上下顎の い ずれ か

が 部 分 義歯 で あ っ た ．ア イ ヒ ナ ーは 5，咬 合 力 は

Table　7．　 Status　of 　upper 　 and 　 lower　jaw
　　　　 〔with 　of　withhout 　denture）

Classi丘cation 　　UpPer　jaw　　Lower　jaw

123456789 CClDCa

、
D

、
Daa

C

、
DcaC

、
Daba

a ： full　 denture，　b ： part　denture，　 c ： wlthout

denture，

312．2± 35．0 （N ） あ っ た．グ ル
ー

プ 3 の 年齢 分 布 は

76．0± 1．0歳 で ，残存歯 13本 ，上下顎 部分 の い ず れ か

に 部分義歯 か 総義歯があ っ た ．ア イ ヒ ナ
ーは 6．5 で あ っ

た ．咬 合力 は 237．6± 27．4 （N） で 5 グ ル ープ の 中 で

中位 で あ っ た．グ ル
ー

プ 4 の 年齢分 布は 77．6± 1．7歳，

．ヒ下顎い ずれか
一

方に総義歯か部分義歯で ，ア イ ヒ ナ
ー

は 8．5 で あ っ た．咬合力は 155．5± 26．9 （N ）で あ る ，

グ ル
ープ 5 の 年齢分布は 79．8± 0．8 歳，残存歯がほ と

ん ど な く上 下顎 と も総義歯で 口腔内状態が最 も低い グ

ル
ー

プで あ っ た．咬合 力 は 132．9± 18．1 （N ）で 最 も

小 さ か っ た，ア イ ヒ ナ
ー

は 9．8 で ほ とん ど上 下 と も無

歯顎で あ っ た．グ ル ープ 2〜5 は年齢分布に 大 きな違

い は な か っ た が，残存歯数が 異な り噛み し め た ときの

接触面積，咬合力が異 な っ て い た．

　（6） パ ネ リ ス ト類型 と野菜テ ク ス チ ャ
ー

の 関係

　Table　5 の 結果 を用い て まず，野菜を そ の 特性 に 基

づ い て 4 種に 分け，さ ら に ニ ュ
ーラ ル ネ ッ トワ

ー
ク に

よ る 5 グ ル ープそれぞ れ の食べ に くさ，咀嚼時間，咀

嚼回数に つ い て Table　8 に 示 し た ，野菜の 分類 は，最

大荷重 が お よ そ 2，000　gf 以 下 で で ん ぷ ん 含量 の 異 な

る 野 菜 （カ ボ チ ャ ，ニ ン ジ ン ，サ トイモ ，サ ツ マ イモ ），

繊 維質を多 く含む 野 菜 （ゴ ボ ウ，ホ ウ レ ン ソ ウ，タ ケ

ノ コ ，コ マ ツ ナ ，シ イ タ ケ 〉，最大荷重が お よ そ 4，000
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Table　8． Relation　between　neural 　network 　grouping 　and 　difficult　to　eat 　vegetables ，
ber　of　chews

mastication 　time 　and 　 num 一

GroupPumpki 【1Carrot Taro
Sweetpotatoe

§

Burdock
　　　　　　　　　 Spinach
　 rDot

BambooshOOtKomatsunuMushroom

（Shiitake）

Di伍ucltto

　eat

1234

一
σ

L7 ± 1，0臼

1．7± 0，9．　”b

1．7± O．gab
1．2土 O．7ab
1．3± O．7し

1．4 ±0．7Ll
±0．5L1
±O．31

．1士0．31
．2±0．5

L6 ± O．8A1
．3上 0．6Abl
．5土 1．O”b1

．1± O，3ab1
，1± 03b

2．2⊥ 1．11
．9± 1．12
．6± ユ．ユ

2．1± 1、2L9
± 1、2

1．7± 0．92
．0土 0．82
．1土o．91
．7±0．91
．8± LO2S

．1士 13，2b
29．1± 12．7b
43，6 ± 25．6a
32．3 ± 12．6己 b

34．5± 19．5ab

2．2十 〇．92
，1± 1，12
，1± 1．D1
．6＋ 0．51

．9± 1．1

Z．2± 1、O”

1，3± ユ．lbc
L8 士 1．1・bL6

土 1．labL7
± 1，Gb

2，7± 0．gal
．8土 1．1bc

2．5± Llab

2．Ot1 ．lbc

2，4士 1．1・bc

12 士 O，5
工．2土0，41
．2 ± 〔1．61
．2 ± O．71

．1土 D，3

Mastica−

℃［on　t［me
｛9．）

12345 17．4土 7．6h
19．0 ⊥ 9，1ab
24，3± 17．la
18．6± 6，gab
20．8上 9．gab

23，0±9．621
．0± 7，525
、5± 10、2

23、9⊥7．222
、0 ＋ 8．6

20．O土 7、621
，G 士 9，125
．4 ± 17．5

22．8士 12，3
19．6± 9．2

28．6± ユ0，0
34．O 土 14．2
36．6± 22，6
41．O± 27，6
31．9± 12．O

24，3± 17．ob
25．3± 】3．6ab
35，2ナ 29．6a
27、4± 9．6gab
26．3± 12．7ab

26，0± 13，2b　　27．8± 12，3b
28．O ± 7．6ab　　　25．3± R．lb
26．5± ll．6ab　33．9± 17、7ab
36．4 ± 24、7a　　37．5± 25、oa
27．5± 12．lab　27．8± 13．Oab

18．4 ＝ 8、720
．4土 10，3

20．9士9、120
．0± 12．8

20．1十 13．1

　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　 2
Number
　　　　　　　　　　 3
0fchews
　　　　　　　　　　 4

　　　　　　　　　　 5

21．7± 9．120
．5± 1上、8

25．4± 9．524
．5 士 8．823
．3 ± 10．6

34、3 ± 14、9
3L6 士8，634
，7 十 10．9

37，3 土 13．1
32，5 士 14．7

27．3± 11．3
24．3± ID，4
29．8⊥ 20．1
35．0 ヱ 19．1
25．5± ll．2

36．9± 13，4c
40．4± 14．7bc
50．5±30．oab
58．6 ＋ 30．4a
39，6 ＋ 12．6b［

39．1⊥ 15．5b　　33，7± ］7，3
47．4± 26．lub　32．8土 14，9
54．9± 26．oa　 43．8± 26．4
45．0± ユ7．oab　 41．7上 16．6
43．9± 21．6ah　33．1土 16．0

36．5± 15．oab
37，8± 11、8ab
37．9± 13．7a
53．7士36．2匸

37．4士 15．2ab

41．0± 18．5b
40．1± 11．4b
46．5± 18．呂eb

59．1⊥ 45．5n
40．O土 16．2b

27，7士 13，Db
31．2± IO．gub
31．6土 12．gub
4LO 土 22．4胴

29．7土 16．ob

KidneybeansGreen　swect

　　peppe 「

CabbagesCucumber
CUt 　in　roundHead

　lettuce　　BroccotiCabbagestong　thin

　 striPSCucumberthin

　s巨ceMini
　tomatos

　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　 2
Diffiuc］t
　　　　　　　　　　3
to　eat
　　　　　　　　　　 4

　　　　　　　　　　 5

1，5 士 O，7ab
Ll ± 0．3c1
．6⊥ o．7，］

lP3±o．7abc
l，4±0．7abc

1．7± 0．8bl
．3土 0．gb【

’

2．2＋ 1．lal
，4± U．gbc

1．3± O．6bc

1．6 士 0，81
．4 ± 0．91
．5± 0，7L4

± O，91
．3± 0，8

2．3± 上，ob2
．1± L2b2

．9± 1．2z2
．2± 1．lab

2．7士 1，lab

1．4⊥ 0．61
．3士 0．61
．2± 0．41
．1± 0．31
．3± 0、7

1、6± O．81
．5士 O．81
．4± o．712

土 O．4L5
⊥ O、7

1．9土o．9AL3
士 O．6ab

L6 ± O．8ab1
，8± 1．oab1
．7± 1．lb

1．7± 0．gabL9
± 1．1a1

．y± 1．oab
】．L土 0．3cL

了土 O．gab

1．6±O．11
，8± 1．11
，9± L41

，7 土 1．0
］．4 土 O．8

Mustica齟

tio囗 time

（s｝

1234

一
b

正9．8土9．4b
20」 ⊥ 7．sb
29．1± 19、2A
25．4⊥ 8．8ab
23、3± 9．1ab

19．4 ± 8．5b
l9．7± 6．5ab
24．6 十 11．7ab
26、8＋ 16，3a
l9．8 ± 8、gab

23．7⊥ 9、gb
26．9± 19．4ab
26．6± 13．2ab
35，3土 22．7a
25．6 ± 12．5b

31、1± 12．9L
’

31．4± ID．8bc
45．1± 26．5団

37．7土 ll．sabc
41．5± 26．4ab

20、5士 S．4b　　　25．1士 10．1
21、2± 5．gab　　26，3 士 9，5
24、4± ll．7ab　31，ユ＋ 20，1
22．0± 5，6ab　　3Z，5± 12．4
27，0± IL8b 　28．6± 15，3

29．9± 18．4c
36．7± 13．7ub
45．7± 38．lub
40．7土 17．7ab
43．7± 19．la

30．2十 10．6c
31．8士 10．oab
39．2士 19．4a
35．4± 8．8a
37．3土 16．7ab

18．6± 7．3b
21，D士6．gabc
22，1＋ 7，2abc
25，6±9．8a
Z4，7± 10．gab⊂

　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　 2
Number
　　　　　　　　　　 3
0fchew

・
S

　　　　　　　　　　 4

　　　　　　　　　　 5

29．5± 12．ob
2S．7± 9．1ab
38，5士 22．7a
38．3± 12．8ab
32．8± 14．8ab

29、4± 13．ob
33．1± 8．3ab
34．9± 19．OHb
42．9± 27，5H
29．6± 12，5b

36．3 ± 13．ga
41．3 ± 20．6a
42．〇＋20．4a
57，4± 37．8b
38．2± 14．6a

47．3士 17．7b
5Lo ＋ 17．7・b

66，6± 42．8a
55．5± 18、2ab

60．1± 38，1a

29．5± 10．8
32．1上 9．334
．3± 21．0

32．3± S．135
．6± 18．3

37、5 ± 14．6
37．9 ± 11，5
39．9± 16．1
50．0上 2D，7
42．2± 25．4

40、8± 16．6⊂

49、5 ± 22．8ab
61，2⊥ 55．la

53．7 ± 20．8ab
54．6± 24，4ab

47，4 ⊥ 17．lb
52，0 土 17．6ub
59．4 ± 31．3鯛

56．2土 16．6ab
54，9⊥ 23、4Hh

27．2 ± 10、3〔

31．3 ± 11．6abc
31．7± 13．2ubc
37．2土 14．oa
34．5 ± 17．lub

a，b．　c ．Values　with 　different　letters　in　the　same 　column 　 are 　significantly 　different（ρ〈 0．05）．

gf以 上 の 野菜 （イ ン ゲ ン，ピー
マ ン ，キ ャ ベ ッ 炒め ，

キ ュ ウ リ輪切 り，レ タ ス ）．他 の 野菜 と 形状 が 異な る

野菜 （ブ リ ッ コ リ
ー，キ ャ ベ ツ 千切 り，キ ュ ウ リ薄切

り，ミ ニ トマ ト） と した．

　　で ん ぷ ん含量 の 異 なる比較的最 大荷 重 の 小 さい 野菜

は，い ずれ も比較的食べ や す い （食べ に くさの 評点

1．1− 1．7） と評価 され た．た だ し，す じ っ ぽ い ホ ウ レ

ン ソ ウ と コ マ ツ ナ は食べ に くい と 評価 された．サ ッ マ

イモ の 食べ に くさの 評価 は グ ル ープ 3が 2．6 で 高 か っ

た，食 べ に くい サ ツ マ イモ と 食 べ や す い サ トイモ を比

べ る とサ トイ モ は，粘質物が含 まれ付 着性が高 く （ク

リープ メ ータ ーに よ る付着性 592J／m3 ），食塊形成が

行 わ れ や す い 野菜 は 食 べ や す く，サ ツ マ イ モ は 付 着性

が小 さ く （333J／m3 ），水分 が 66．4％ （5 訂増補 日本

食品成分 表） と少な い こ とか ら食 塊形成が しに くく食

べ に くい と評価 さ れ た と考え られ る．サ ツ マ イモ を食

べ る と きは ，味噌汁，お茶な どの 水分補給が で きる も

の を用意 して お くと よ い ．シ イ タ ケ は，比較的食べ や

す い （1．2） と評価 されたが ，最 大荷重が 同程度で 食

べ に くい と評価 された ホ ウ レ ン ホ ウ と比 べ る とホ ウ レ

ン ソ ウ の 凝集性 は 0．26，シ イ タ ケ は O．45 で あ っ た ．

シ イ タ ケ は食べ や すい と評価 さ れ た の は水気を含む た
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Fig．3．　Relation　of 　the 　difficult　to　eat 　vegetables 　and

　　 　 maStiCatiOn 　timeS

め に 凵 の 中 で くり返 し咀嚼す る こ と が 谷易だ っ た の で

はな い か と思われ る ，シ イタケ の 咀嚼時間は い ずれ の

グ ル ープ間に お い て も 20 秒 前後で 有意 の 差 は なか っ

た が 咀 嚼回数で グ ル ープ 4 は グ ル ープ 1 と 5 に 比 べ て

有意 （p 〈 0．05） に多か っ た ．最大荷重 の 大 きい 野 菜

の キ ュ ウ リ輪切 りは，い ずれ の グ ル
ープで も 2．1 以上

と食 べ に くい と評価 さ れ ，咀 嚼回数は グ ル
ープ 1 に 比

べ て グ ル ープ 3お よ び 5 で 有意 （p 〈 0．05）に 多か っ

た．高齢者は 義歯装着者が 多 く，食品を 口 に 入 れ る と

き，口 を大 きく開か なけ れ ば な ら な い 食品 は食べ に く

い 。キ ャ ベ ツ 千切 り，キ ュ ウ リ薄切 りは 口 の 中で 広 が

り食塊 に な りに くい ，ミ ニ トマ トの 皮 が気 に な る な ど

食べ に くい 理由をあげて い た の で キ ャ ベ ッ 千切 りや キ ュ

ウ リ薄切 りは マ ヨ ネーズ ソ
ース などで まとまりや す く

す る
，

ミ ニ トマ トは 皮 に 切 り目 を 入 れ る な ど の 調 理 上

の 工夫が必 要で ある，グル
ー

プ 1 の サ トイモ
， サ ッ マ

イモ ，カ ボチ ャ ，タケ ノ コ ，コ マ ツ ナ，キ ャ ベ ツ 炒 め ．

キ ャ ベ ッ 千切 りは，他 の グル
ー

プよ り食べ に くい と評

価さ れ た に もか か わ らず咀嚼時間が 短 く，咀嚼回数が

少なか っ た．こ の こ とは，若年者グ ル ープと高齢者間

で 食べ に くさの 基準 が 異 な っ て い る 可 能性 が あ る ．つ

まり高齢者は 食べ に くい とい う評価を さけ る傾向に あ

る と考え ら れ る が ，食べ に くい もの に 対 して は 咀 嚼時

間 ，回数 を多 くして対 応 して い た，こ の こ とは畑江

ら
2i ／

の 報告 と
一

致 した，こ の こ とが以 下 の 相関係数 が

必ず しも高 くならな い 原 因 と 考 え られ た ．

　 ニ ュ
ー

ラ ル ネ ッ トワ
ー

ク に よる 5 つ の グル
ー

プ に お

ける食 べ に くさと咀嚼時間 との相関係数は グ ル
ー

プ 2

（r ＝ O．63＞，グ ル ープ 3 （r ＝ 0．64），グ ル ープ 5 （r ＝

0．59）に 大 きく，グ ル ープ 1 （r＝0．35），グ ル ープ 4

（r＝0．44） で は 小 さ か っ た ．相関係数の 大 きい グ ル
ー

プ 3 （厂
＝0，64） の 例 を 図 に 示 した （Fig．3）。食べ に

くさの 数値が大 きい ほ ど咀嚼時間が長 い 傾 向 に あ っ た，

　食 べ に くさ と咀嚼回数 との 相 関は，グ ル
ー

プ 2 （r＝

O．57），グ ル ープ 3 （r＝0．69），グ ル ープ 5 （r＝0．60）

に相関 が 見ら れ ，食べ に くい 野菜ほ ど咀嚼回数が多 い

傾 向に あ っ た ．グ ル
ープ 5 は義歯装 着 に よ り，

咀 嚼機

能が 回復 され て い る可 能性 が あ っ た，

　以 上 ，18種 の 生 お よ び加熱 野菜 に対 して ，高 齢 者

の 食べ や すさ／食べ に くさを野菜 の 特性か ら分類 し，

高齢者 の 口 腔内状態 と合 わせ て考察す る こ とが で きた．

凵 腔 内状 態 の 悪 い グル
ー

プ に は，生野菜 よ り加熱調理

し た 野菜 を提供する こ と，サ ツ マ イ モ は 汁気を多 くし

た り，水分 と共に食べ る よ うにする こ と，ミニ トマ ト

は 切 り目を入 れ た り，隠 し包丁 が 有効 で あ る こ と な ど

が考え られた．ゴ ボ ウ，イ ン ゲ ン ，ブ ロ ッ コ リ
ー
，タ

ケ ノ コ ，コ マ ツ ナ な どの 繊 維質を多 く含み ，最大荷重

が 2，500gf 以上 の 野 菜は 加 熱時 間 を長 く し た り，小

さ く切 る などの 食べ やす くす る調理操作の 工 夫が 必要

で あ る こ とがわ か っ た．

　こ れ に よ り高齢者に食べ や す い 野菜 の 適 切 な 調 理 方

法をある程度提案で きる もの と考え る ．高齢者の 官能

評価は 主 観的評価 ととも に 咀 嚼時間
・
回数な ど客観的

評価 を 併 用す る こ とが 効果的 で あ る こ と が わ か っ た ，

今後は さら に 口 腔 内状態 を数量的 に表現で きる検査 食

を用 い る こ と に よ り，歯 の 状態 の み な らず ，口 腔内全

体を評価で きる と考え て お り，現在検討中で ある．

　4 ，要 　 　約

　高齢者 の 口 腔 内状態 と野菜 の 食べ やす さ の 関連性 を

知 る た め に ，さまざ まな硬 さ と 凝集性 を も っ た 18 種

の 生お よび加熱野菜を調製 し，若年者を対照 と して 高

齢者の 官能評価 を行 っ た，主成分分析に よ り，高齢者

に と っ て野菜 の 食べ に くさの 要因は，硬さ ，形状，飲

み 込 み や す さな ど で あ っ た ，若年者 は 硬 さ，形状 ，食

塊の 形成の しやすさで ，両 者は 共通 で あ っ た が，若年

者の 方が 食べ に くさ の 基準 と し て 咀 嚼後 の 残渣 の よ う

なもの
， 口に広 がるな ど， 野菜の 物性 をより厳密に種々

の 用語 を用 い て 区別 して い た，

　高齢者 と若年者 の 口 腔内状態 をニ ュ
ー

ラ ル ネ ッ トワ
ー

ク に よ り 1〜5 の 5 グ ル
ー

プ に 分 け た．グ ル
ー

プ 1 は，

若年者全員 と口腔内状態の よい 高齢者が混在 し，ほ と

ん どの パ ネ リ ス トは 自分 の 歯 を保有 して い た ，最 も 口

腔内状態が 低 い グル ープ 5 は ，咬合力が最 も小 さ く，

自分の 歯を ほ とん ど保有 し て い な か っ た ，

　18 種 の 野菜 を， ニ ュ
ーラ ル ネ ッ ト ワ

ーク に よ る 5

グ ル
ー

プそれぞれ の 食 べ に くさ，咀嚼時 間，咀嚼回数
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に つ い て 関連性 を調 べ た．食べ に くさ と 咀嚼時 間あ る

い は咀嚼回数 との 間に は r
＝O．64 以下 で はあ る が相関

が み られ ，食べ に くさ の数値が大 きい ほ ど咀嚼時間，

咀 嚼回数が 長い 傾 向に あ っ た ，

　高齢者の 冂腔内状態 と野 菜の 食べ に くさ の 関係の 理

由 と して 口 腔 内状 態 の 低 い グ ル
ープ は ，硬 い ，大 きい

こ と に加え て 水分 の 補給 を必 要と して い る もの は食べ

に くい こ とがわか っ た，
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